
 
 

 

 

 第 17 回  例 会 報 告  2009.11.6  通算 1323 回 

 
・点 鐘           工藤会長 
 
・ロ ー タ リ ー ソ ン グ 

｢奉仕の理想｣ ｢君が代｣ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ソングリーダー  清水 哲会員 

 
 
・誕 生 祝 
 和田 優会員  Ｓ21. 11. 6（63 歳） 
 
 
・会 長 挨 拶 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
皆様こんにちは。さて、昨夜は B グループの家庭集

会がパラダイスカフェで行われました。参加は 9 名

でした。色々と沢山お話が出ておりました。発表は

雲津さんと言うことで来週報告して頂きますが、何

と言っても 2 年後に控えている南クラブの 30 周年

に向けての会員増強についてが一番の問題だと私は

思います。これからの南クラブの存続のため色々と

考えなければならない課題です。今夜は A グループ

の家庭集会ですが、やはり永遠のテーマ会員増強に

ついて何かうれしいお話やご意見が沢山出ることを

期待いたします。福井会員が釧路広報 11 月で、高

度な技能や技術を持ち、現在もその技能や技術を要 

 
する職業に従事し後進指導育成や産業・発展に貢

献された方です。と言うことで技能功労者表彰を

受賞されました事ご報告いたします。誠におめで

とうございます。 
 
・幹 事 報 告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

* 本日は、６時半よりＡグループの家庭集会です、

場所がみの幸に変更となっておりますのでお

間違えないように。 

* 先週のセコムの長谷川支社長のゲストスピー

チでセキュリティーや防犯装置にご興味をも

った方がいらっしゃいましたら、弊社で代理店

をしておりますので長倉にお申し付け下さい。 

* 浜中ＲＣより１１月プログラムを拝受してお

ります。 

* 根室ＲＣより１１月プログラムと会報を拝受

しております。 

 

 

・委員会報告 
親睦委員会 

・本日のニコニコ献金 
 和田 優会員  誕生祝として 
 

出席委員会 

会員２５名１４名出席メイキャップ1０名９６％ 

 

 

・本日のプログラム 

「 会員ミニ卓話 」  

                 担当 職業分類委員会 

■木内会員卓話 
クレー射撃競技について、質疑応答を交え、お話

しいただきました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
クレー射撃（クレーしゃげき）とは、散弾銃を用い

て、空中などを動くクレーと呼ばれる素焼きの皿を

撃ち壊していくスポーツ競技。動かない標的を狙う

ライフル射撃と異なり、動いている標的を狙う動的

射撃競技である。このため競技者（以下、「射手」と

いう）は瞬間の判断力と決断力を要求される。 
トラップやスキートなど、いくつかの種目に分かれ

ており、それぞれの種目のルールも様々である。 ク

レーの形状は通常直径15 cm ほどの円盤型で、投射

機を用いてフリスビーのように空中に射出したり、

あるいは地面に転がす事で、射撃の標的とする。使

用されるクレー（クレーピジョンとも呼ばれる。昔

は生きた鳩を放して標的としていた事にちなむ）は、

その名の通り粘土の焼き物でオレンジなど視認しや

すい色で着色されている。また、中空の内部に着色

粉が詰められ破砕されたときに粉が広がって確認し

やすいパウダークレーもあるが、そのコストや放出

時に出割れになりやすい等の問題もあり、オリンピ

ックや公式競技のファイナルラウンドで使用される

事が多い。 

2004 年のアテネオリンピックのクレー射撃競技は、

男女別にトラップ、スキート、ランニング・ターゲ

ット、ダブルトラップの4競技 7種目が行われた（女

子のランニングターゲットは無い）。このうち主要

な競技はトラップとスキートである。使用される銃

は 12 番口径以下の上下 2 連、またはガスオート散

弾銃で、スキート用は取りまわし易い様にやや小型

になっている。射撃においてクレーの破砕（割れた

欠片）が確認できれば命中（あたり）とし得点とな

る。そうでなければ失中（はずれ）となる。25回の

射撃を 1 ラウンドとし、4-5 ラウンドの合計得点を

競う。夏季オリンピックのクレー射撃競技では満点

の 150 点（予選 125、決勝 25）に対し、140 点代後

半からが入賞圏内となる。 

トラップ 

射手は横一線に配置された5箇所の射台（しゃだい）

を順に移動しながら 1 ラウンドにつき 25 枚の皿を

撃破する。 射手の前方15ｍに配置された15台の放

出機からは、遠方に向けて右（10 枚）、ストレート

（5枚）、左（10枚）の計 25枚のクレーがランダ

ムに放出される。射手は1枚のクレーに対し2発

以内で撃破することが求められ、1 発目（初矢、

しょや）、または 2 発目（二矢、にのや）で命中

できれば得点となる。 

スキート 
直径約 36 m の半円形に配置された射台から射撃

を行う。クレーは円の直径の両端に配置された高

さが異なる 2 箇所の標的射出棟（ハイハウスとロ

ーハウス）から 1枚ないし 2枚同時に射出される。

1 枚のクレーに対し 1 発しか撃てない。射手は円

弧上の 7箇所と円の中心の合計 8個所の射台から

順に射撃を行うが、それぞれの射台で射撃回数が

異なり、またトラップには無いダブル射撃（ハイ

ハウスとローハウスから計 2枚のクレーが同時に

投射される）との組み合わせになっている。8 箇

所合計で 1 ラウンド 25 回射撃する。 

日本での銃砲所持の規則 
日本では銃刀法により、一般人の銃砲の所持が厳

しく制限されており、所持できるのは猟銃（ライ

フル銃、散弾銃） 空気銃（ライフル銃） けん

銃（標的射撃目的に限る）である。猟銃や空気銃

を所持する場合は標的射撃、狩猟、有害鳥獣駆除

を目的とする所持許可申請に対してのみ許可さ

れる。 
日本では、警察官や自衛官、海上保安官、麻薬取

締官、刑務官、入国警備官、入国審査官、皇宮護

衛官、米軍基地武装警備員、税関職員以外の実銃

の所持や使用は厳しく制限されている。このうち

刑務官、入国警備官、入国審査官、税関職員は通

常銃器を携帯していない。また刑務官も特別警備

隊以外の配置では銃器の携帯はしていない。 
一般人は標的射撃、狩猟、有害鳥獣駆除の目的に

限れば、所持資格者にライフル銃、散弾銃、空気

銃、火縄銃、ピストルでは空気と装薬タイプ(一般

に所持が非常に難しい)の所持と使用が許可され

る（「銃砲刀剣所持等取締法」第 4 条・第 1 項・

第 1 号による。) 
前述の装薬銃を総称して「猟銃」と規定している。 

所持許可の要件 

猟銃や空気銃の所持許可申請に対し、治安上の問

題から公安委員会は一定の要件を満たすものに対

してのみ許可を与える。銃砲を悪用するおそれの

あるもの（暴力団関係者、凶悪犯罪等の処分歴が

あるものなど）や管理能力に問題のあるもの（ア

ルコールや薬物依存者、精神病者、住所不定者な

ど）は所持が許可されない。装薬銃の所持には、

都道府県公安委員会の指定射撃場での教習射撃が

必要である。  



年齢による制限は以下の通りである。 

• 猟銃は20歳から、空気銃は18歳から所持可能。  

• 標的射撃目的に限り日本体育協会の推薦により猟

銃は18歳から、空気銃は14歳から所持可能。  

• 狩猟免許は20歳以上が要件なので、狩猟目的のみ

の猟銃や空気銃の所持は20歳から所持可能。  

• 狩猟用ライフル銃の所持は散弾銃を継続して10

年間所持している実績が必要。また、規制が厳し

い地域では実際に猟や射撃を10年間ある程度行

っていなければ下りないこともある。  

• 標的射撃用ライフル銃の所持は（社）日本ライフ

ル射撃協会に所属し、エアライフル競技等で一定

の成績（AR・5級以上：段級の基準点は、愛知県

ラのリンク参照）をあげ同、協会主催の「ライフ

ル射撃に関する講習会」を受講の上、同協会を通

じて日本体育協会からの推薦を得る事が必要。  

申請しようとする銃は機能上危険がなく、悪用のお

それがないもので銃刀法に定められた構造や長さが

ある必要がある。変装銃、機関銃や自動小銃のよう

な全自動式銃（M14の民間タイプのM1A、M1カービ

ンの民間タイプのホーワカービン等のような半自動

式銃は除く）、消音器は許可されない。 弾倉内に装

填できる実包（弾薬）はライフル銃・空気銃は5発

以下、散弾銃は2発以下の構造でなければならない。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

空薬莢 

 

■長井会員卓話 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今年のお盆（８月１５日）に行った日帰り旅行（ド

ライブ）について、写真を見ながら説明しました。

目的地は牡鹿の滝とヌプントモラウシです。今回

の旅での心残りは、ヌプントモラウシの露天風呂

が込んでいて入れなかったこと、また、生卵を忘

れて行ったので温泉卵を堪能できなかったことで

す。残念。 
 
・ 時間と行程 
午前６：００釧路出発～磯分内～裏摩周～午前

８：００神の子池～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神の子池 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神の子池 
午前９：００牡鹿の滝～さくらの滝～野上峠～川

湯 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

牡鹿の滝 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

牡鹿の滝 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

さくらの滝 
津別峠～津別（給油）～相生（旨いパン屋でパンを

買う）～釧北峠～午前１１：００白藤の滝～足寄～

糠平～然別湖～鹿追でそばを食べる～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

白藤の滝 

午後１４：３０ヌプントモラウシ到着～ 
午後１７：００帯広（給油）～午後１９：００釧

路帰着 
計１３時間 ６９８キロの旅でした。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヌプントモラウシ 原泉吹き出し口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヌプントモラウシ 原泉吹き出し口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヌプントモラウシ 露天風呂 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

・次回のプログラム 

１１月１３日（金） 

「 家庭集会報告 」 

会場 釧路ロイヤルイン11Ｆ 

 担当：クラブ運営委員会 

・点 鐘               工藤会長 

今週の会報担当：長井一広会員 


